
 

観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和６年７月２５日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ ･ 地域連携ＤＭＯ ･ 地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 
一般社団法人麒麟のまち観光局 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

区域を構成する地方公共団体名 

【鳥取県】鳥取市・岩美町・智頭町・若桜町・八頭町 

【兵庫県】新温泉町・香美町 

所在地 鳥取県鳥取市扇町３ 東栄ビル３Ｆ 

設立時期 平成 30年１月 15日 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 ６人【常勤５人（正職員４人・出向等１人）、非常勤１人】 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

理事長 

入江 到 

（出身組織名） 

株式会社鳥取銀行 

㈱鳥取銀行代表取締役頭取。 

金融の幅広いネットワークを活用した民間視点で

の観光地経営を行う人材として理事長に就任。 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティン

グ・オフィサー 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

事務局次長 

石井 康裕【専従】 

（出身組織名） 

株式会社鳥取銀行 

㈱鳥取銀行より出向。 

ＤＭＯと地域事業者との連携による観光ビジネス

の創出・支援を担当。 

 

 

 

各部門（マーケテ

ィング）の責任者 

（専門人材） 

 

（氏名） 
マーケティング・アナリスト 

髙橋 良平 

（出身組織名） 

岡山理科大学 

㈱ブレインパッド創設メンバー。元㈱鳥取銀行シ

ステム・マーケティング担当。岡山理科大学教員

として地域経営（地方経済）サービス・マーケテ

ィングを研究。ＤＭＯのマーケティングを担当。

非常勤。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシャ

ル・オフィサー） 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

事務局次長 

石井 康裕【専従】 

（出身組織名） 

株式会社鳥取銀行 

㈱鳥取銀行より出向。 

ＤＭＯと地域事業者との連携による観光ビジネス

の創出・支援を担当。 
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各部門（販売・プ

ロモーション）の

責任者 

（専門人材） 

 

（氏名） 

専務理事（役員） 

田村 正弘【専従】 

（出身組織名） 

元 ANAあきんど株式会社 

ANAセールス㈱東北支社長、ANA Sales Europe 

Ltd.社長など歴任。 

国内外の販売戦略、販促、プロモーションに高い

知見とノウハウ、実績を持つ。観光素材の商品

化、販売先及び販売方法、販促・プロモーション

までの一連の販売戦略を設計。 

各部門（旅行商品

の造成）の責任者 

（専門人材） 

 

（氏名） 

事業部長 

佐川 一輝【専従】 

（出身組織名） 

元近畿日本ツーリスト 

近畿日本ツーリスト㈱でインバウンド関連業務を

歴任。DMO（奈良県ビジターズビューロー・関西

観光本部）への出向経験を持ち、旅行商品の造

成、インバウンド誘客に高い知見とノウハウ、実

績を持つ。 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

●１市６町（役割：受入環境整備・商品造成支援・各種調査・公共交通） 

・鳥取市観光・ジオパーク推進課 

・岩美町商工観光課 

・智頭町企画課 

・若桜町産業観光課 

・八頭町産業観光課 

・新温泉町商工観光課 

・香美町観光商工課 

●県（役割：ＤＭＯ連携・公共交通） 

・鳥取県輝く鳥取創造本部観光戦略局 

・兵庫県但馬県民局地域政策室地域づくり課 

連携する事業者名

及び役割 

・鳥取市観光コンベンション協会（情報発信・商品造成・案内・イベント） 

・岩美町観光協会（情報発信・商品造成・案内・イベント） 

・智頭町観光協会（情報発信・商品造成・案内・イベント） 

・若桜町観光協会（情報発信・商品造成・案内・イベント） 

・八頭町観光協会（情報発信・商品造成・案内・イベント） 

・新温泉町観光振興協会（情報発信・商品造成・案内・イベント） 

・香美町香住観光協会（情報発信・商品造成・案内・イベント） 

・香美町村岡観光協会（情報発信・商品造成・案内・イベント） 

・香美町小代観光協会（情報発信・商品造成・案内・イベント） 

・鳥取商工会議所（事業者支援・ワーケーション推進） 

・鳥取市東商工会（事業者支援） 

・鳥取市西商工会（事業者支援） 

・鳥取市南商工会（事業者支援） 

・岩美町商工会（事業者支援） 

・智頭町商工会（事業者支援） 

・若桜町商工会（事業者支援） 

・八頭町商工会（事業者支援） 

・新温泉町商工会（事業者支援） 

・香美町商工会（事業者支援） 

・㈱鳥取銀行（ビジネス創出・コンサルタント） 

・㈱但馬銀行（ビジネス創出・コンサルタント） 

・若桜鉄道（二次交通・商品造成） 

・智頭急行（二次交通・商品造成） 

・日ノ丸自動車（二次交通・商品造成） 

・日本交通（二次交通・商品造成） 

・全但バス（二次交通・商品造成） 

・鳥取温泉旅館ホテル組合（宿泊） 

・㈱農協観光（農泊商品造成・販売） 
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 そのほか、金融・交通・宿泊・飲食・体験・農林水産業・マスメディア・大

学・不動産業などが参画。会員総数327社（2024.7月現在） 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

【該当する登録要件】①、② 

【概要】 

①行政、観光協会、商工会議所、商工会、金融、交通、宿泊、体験などの代表

者で理事会を構成。 

②行政のトップ（首長）を一般社団法人麒麟のまち観光局顧問として委嘱。定

期的に開催されるトップ会議「麒麟のまち創生戦略会議」でＤＭＯの取り組

みや戦略を共有。 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

・麒麟のまちinformation 

 当ＤＭＯマネジメントエリア内の自治体が毎月発行し全戸配布する市報・町

報に、全市町共通の「麒麟のまちinformation」欄を設け、観光の取組や情

報を掲載。 

・麒麟のまち勉強会「麒麟のまち圏域 観光販売戦略と情報発信強化に向けた

勉強会」 

内容：自治体、観光協会向けの観光販売戦略と情報発信について「連携」を

強化するための勉強会。 

・D-NEXTアンケート（日本観光振興協会） 

 内容：圏域内の自治体、観光事業者のみならず地域住民を含む多様な関係者

を対象に観光地としての強みと地域の連携度合いの評価し、世界の観光地と

比較したポジショニングや現状評価を共有。 

法人のこれまでの

活動実績 

 

 

【活動の概要】 

鳥取県東部と兵庫県北西部は生活圏・経済圏・文化圏が一体であり、「観光

圏」の一致を図るべく「麒麟のまち」インナーブランディングを設立時に重点

的に実施。2020年3月には「連携中枢都市圏」と「麒麟のまち」エリアが一

致。令和元年度にＤＭＯが「麒麟のまち」商標登録。 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

・平成 30年度 

 インナーブランディング「麒麟のまち」、羽田-鳥取訪日外

国人旅行者誘客 

・令和元年度 

 公式 WEBサイトリニューアル（英語版）、台湾向け PV制

作・発信、日本遺産、農泊推進、「SAVOR JAPAN」 

・令和 2年度 

 エリア全体で情報発信のあり方・強化に関する勉強会 

・令和 3年度 

中心市「鳥取市観光 WEBサイト」をリニューアル 

・令和 4年度 

 「鳥取市観光 WEBサイト」に周辺町の情報を掲載し、一元

的に発信するよう再リニューアル、 

 SNS（TikTok、Instagram）情報発信開始（動画・写真）、 

 アソビュー体験コンテンツ販売促進キャンペーン 

・令和 5年度 

 観光 CRMシステム導入し、圏域のファン会員組織「このへ

ん共和国」を設立（R6/3/31時点国民数 6,678名）、新規

国民募集キャンペーン実施、メルマガ定期配信開始  

 

受入環境の

整備 

・平成 30年度 

 砂丘～城崎温泉二次交通実証実験 

・令和元年度 
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 鳥取-豊岡高速バス社会実験、インバウンド対応セミナ

ー、多言語対応通訳機販売、キャッシュレスセミナー、日

本遺産案内看板等設置、農泊事業者向けセミナー 

・令和 2年度 

 アフターコロナセミナー、二次交通案内状況調査 

・令和 3年度 

 近隣ＤＭＯとの連携強化（豊岡イノベーション、海の京

都、中海宍道湖大山圏域）、専門人材活用（データベース

構築）、人材育成（ガイド養成） 

・令和 4年度 

 Googleビジネスプロフィールオーナー登録促進、 

宿泊データ分析システム、観光 CRMシステム導入に向け

論議開始、DX勉強会開催、宿泊データ分析システム試

行、専門家による個別宿泊施設へのハンズオン指導およ

び DX人材育成、 

ワーケーションワンストップ窓口開設、フレンドコーデ

ィネーター新設 

・令和 5年度 

 観光 DXプラットフォーム構築（観光 CRMシステム導入・

宿泊データ分析システム導入） 

 

観光資源の

磨き上げ 

・平成 30年度 

 観光列車・貸切クルーズブラッシュアップ、最先端観光コ

ンテンツインキュベーター事業、コンテンツプロデューサ

ー設置 

・令和元年度事業 

 日本遺産コンテンツ造成、農泊コンテンツ造成、食のブラ

シュアップ、先端技術活用コンテンツ造成 

・令和 2年度 

 山林アクティビティ造成（人材育成含む）、販売環境整備 

・令和 3年度 

 訪日グローバルキャンペーンに係るコンテンツ造成、アド

ベンチャーツーリズム造成、圏域共通プラットフォーム構

築による一元的な販売体制 

・令和 4年度 

 3DMO連携事業による山陰海岸ジオパーク周遊ルート造成、 

宿泊＋アソビュー体験クーポンセットプラン造成、 

第２のふるさとコンテンツ造成 

・令和 5年度 

 地域の廃旅館を活用したお化け屋敷の造成（地域活性化モ

デル事業第１弾＿吉岡ホラーナイトプロジェクト）、 

JR西日本と連携しインバウンド旅行者向け電子チケット

観光周遊券「楽しい鳥取パス」造成、JR関西ワイドエリ

アパスとのセット販売も実施 

 

 

【定量的な評価】 

地域連携ＤＭＯマネジメントエリアの観光関連連携分野数（１市６町連携） 
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「麒麟のまち」連携事業 

設立時（Ｈ30年） 

１分野 

ＤＭＯ 

令和元年度 

６分野 

ＤＭＯ、連携中枢都市圏、日本遺産推進、農泊推

進、エリアブランディング（官民）、マーケティン

グ 

令和２年度 

７分野 

ＤＭＯ、連携中枢都市圏、日本遺産推進活用、農

泊推進、エリアブランディング（官民）、マーケテ

ィング、ツアーデスク（延期）、販売一元化 

令和３年度 

10分野 

ＤＭＯ、連携中枢都市圏、日本遺産推進活用、農

泊推進活用、エリアブランディング（官民）、マー

ケティング、販売一元化、情報発信、ワーケーシ

ョン推進、観光販売戦略 

令和４年度 

12分野 

ＤＭＯ、連携中枢都市圏、日本遺産推進活用、農

泊推進活用、エリアブランディング（官民）、マー

ケティング、販売一元化、情報発信一元化（HP）、

情報発信一元化（SNS）、ワーケーション推進、観

光販売戦略、麒麟のまち道の駅連絡会 

令和５年度 

13分野 

ＤＭＯ、連携中枢都市圏、日本遺産推進活用、農

泊推進活用、エリアブランディング（官民）、マー

ケティング、販売一元化、情報発信一元化（HP）、

情報発信一元化（SNS）、ワーケーション推進、観

光販売戦略、麒麟のまち道の駅連絡会、圏域ファ

ン会員組織「このへん共和国」 

実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

収益事業と自治体と連携した公益事業を実施する一般社団法人。 

行政、観光協会、商工会議所、商工会、金融、交通、宿泊、体験などの代表者

で理事会を構成。理事長には経営感覚に優れた地方銀行トップが就任。監事に

は金融と行政が就任。定期的に理事会を開催。 

行政のトップ（首長）を一般社団法人麒麟のまち観光局顧問として委嘱。 

エリア内の企業等も「正会員」と「ＤＭＯサポーター（賛助会員）」として連

携。（会員数 327社） 

ＤＭＯサポーターは戦略の共有のほか、「麒麟のまち」エリアの一体感を醸成

する活動を実施する。 

なお、コロナ禍でエリア全体としてより一層の連携を図るため、R3年度から理

事会にエリア内すべての市町の副市長・副町長、観光協会長が参画することと

なった。 

【実施体制図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 7 月現在 327 
正会員 35 
DMO サポーター 292 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

〈鳥取県〉鳥取市・岩美町・智頭町・若桜町・八頭町 

〈兵庫県〉新温泉町・香美町 

 

 

 
 

【区域設定の考え方】 

因幡地域（鳥取県鳥取市・岩美町・若桜町・智頭町・八頭町）と但馬地域（兵庫県新温泉町・香美

町）は、古くから歴史や文化、経済、生活圏を共有し、山陰海岸ジオパークと中国山地に囲まれるな

ど、豊かな自然と山海の幸に恵まれた地域である。 

「麒麟獅子舞（きりんじしまい）」はこの地域に伝播している重要な民俗文化財であり、霊獣・麒麟

が息づくこの地域を「麒麟のまち」と呼び、魅力あるまちづくりに取り組んでいる。 

生活圏・経済圏・文化圏に「観光圏」を一致させるために区域を設定。 

また、鳥取市を中心とした連携中枢都市圏の取り組みを行っている区域でもある。 
 

【観光客の実態等】 

平成27年の圏域全体の観光客数は約6,300千人で、平成20年度の鳥取自動車道開通に伴う関西圏・山

陽圏からのアクセス向上により、バス利用者、自家用車利用者とも増加していたが、近年団体バスが

減少傾向にある。令和元年度の圏域全体の観光客数は約6,800千人である。 
 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

鳥取砂丘、いなば温泉郷の５温泉地、山陰海岸ジオパークエリア、海水浴場、キャンプ場、棚田、

宿場町や城下町のまちなみ、城跡、神話伝承の地、スキー・登山・マリンスポーツの拠点、海産物や

ジビエ、農産物など、圏域特有の自然環境や伝統文化、特産品を活かした多くの観光資源を保有。 

「麒麟のまち観光局」の名称にも使用する「麒麟獅子舞」はこのエリアを象徴する伝統文化であ

り、令和元年度に国の重要無形民俗文化財に指定。 
 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

圏域内の宿泊施設数は約360施設、収容人数は約10,000人で、主に鳥取市中心部、温泉地、スキー

場、海水浴場周辺に集中している。 

※参考 

鳥取市  75施設 約5,500人 
岩美町  28施設 約1,150人 
八頭町  ８施設 約 300人 
若桜町  ５施設 約 440人 
智頭町  ３施設 約  25人（その他、民泊が40軒で60人） 

令和元年日本遺産認定 

国指定重要無形民俗文化財 
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新温泉町 50施設 約 700人 
香美町  200施設 約2,000人 

   合計 約360施設 約10,000人 
 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 
 航空便  鳥取空港から羽田空港へ定期便が１日５往復（75分） 
 鉄道   京阪神方面に特急列車が１日８往復（大阪～鳥取160分） 
      山陽方面に特急列車が１日６往復（岡山～鳥取110分） 
      米子・松江方面に特急列車が１日７往復（松江～鳥取90分） 
 車    鳥取自動車道が中国自動車道に連結 
      山陰自動車道・鳥取豊岡宮津自動車道が整備中 
 高速バス 東京行き高速バスが１日２往復 
      神戸大阪行き高速バスが１日21往復 
      京都行き高速バスが１日４往復 
      広島行き高速バスが１日２往復 
      福岡行き高速バスが１日１往復 
 

【外国人観光客への対応】 

鳥取市がＪＲ鳥取駅構内に「鳥取市国際観光客サポートセンター」を設置、英語・中国語・韓国語

での案内業務を実施している。（カテゴリー２） 

外国人観光客向けの二次交通対策として、鳥取ハイヤー協同組合が周遊タクシーを運行。 

大阪（なんば）～鳥取間の訪日外国人向けバスの運行も実施（2020.3終了）。 

また、ANA総合研究所と連携したインバウンド向けメニュー開発やツアーを実施している。 

 なお、令和２年度中に鳥取駅周辺にツアーデスク開設を計画していたが、コロナ禍の影響により延

期となった。 

 

３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

鳥取市観光コンベンション協

会ホームページのアクセス状

況 

・連携中枢都市の中心である鳥取市の観

光サイトをリニューアルし、圏域６町

の情報も発信することで、アクセス向

上等の効果を測るため 

・効率的な情報発信により、圏域周遊促

進し、圏域観光消費拡大に繋げる 

2021年11月にホームページリニ

ューアル実施（当社受託事業） 

Web 解析により収集 

アンケートデータ 

（観光消費単価、属性、同行

者、満足度、リピーター率、

動態・交通手段、旅行目的、

泊数、情報源、期待・評価） 

・従来から把握できていなかった市町単

位や、県境を跨いだ圏域全体での左記

数値把握のため 

・継続的に圏域データ取得・分析を行

い、圏域観光戦略のPDCAサイクル確立 

・圏域周遊促進のための仕組みづくり 

2021 年度より圏域統一 Web アン

ケート調査を自主事業として開

始 

主要観光施設入込客数 

（鳥取市、岩美町、智頭町、

若桜町、八頭町、新温泉町、

香美町） 

・従来から把握できていなかった市町単

位や、県境を跨いだ圏域全体での観光

入込客数の把握のため 

・圏域入込客数を麒麟のまち観光局にて

推計 

・上記アンケートデータと合わせ、県境

を跨いだ圏域全体の観光消費額を算出 

・継続的に実施し、観光消費額の拡大に

向けた観光販売戦略の進捗管理を実施 

各市町の主要観光施設への入込

客数実績により収集 

 

４．戦略 
 



様式１ 

7 

 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
麒麟のまち観光局マネジメントエリア人口は、1990年ピーク時が29.4万人であったが、2015年には26.5万

人、将来推計によれば2040年には20.3万人まで減少する。 

こうした地域課題に対し、「麒麟のまち」圏域が将来にわたって持続可能な社会となるよう、「地域に根差

し、地域が稼ぐ仕組みづくり」をテーマとして、観光振興による地域経済の活性化、地方創生の実現を目

的にＤＭＯを設立。事業を通じて地域資源の価値を引き出し、圏域が一体となったブランディングを展開

するとともに、「麒麟のまち」に来訪したことがない方へ積極的に情報を届け、来訪者には「ぜひ、また麒

麟のまちを訪れたい」という感動を提供できるよう取り組む。 

① 圏域の観光消費額を高める取組 

② 圏域の多様な関係者がより強く連携できる取組 

③ 販売（インバウンドを見据え）を意識し、「資源から商品へ」「継続した販売」「売り先」「売り方」

といった一連の流れをDMOがマネジメントする取組 

なお、コロナ禍の背景を踏まえ、「麒麟のまち観光販売戦略」を令和２年度に策定した。 

鳥取市版：①「鳥取砂丘」を最大限活用した観光消費拡大 

② 隣接エリアに負けない鳥取市の観光コンテンツの発掘 

③ 鳥取東部として集客し、鳥取市で「夕食」「宿泊」を獲得 

④ 発掘した魅力の情報発信（旅マエ・旅ナカ）・インターネット媒体の強化（観光ＷＥＢサイ

トリニューアル） 

６町版： ①「鳥取砂丘」を最大限活用した観光消費拡大（鳥取砂丘からのモデルルート作成等） 

②連携した圏域の魅力拡大（圏域全体で取り組む特集コンテンツ＋各町の個別の魅力を訴求す

るコンテンツ） 

③グルメ戦略による観光消費拡大 

④魅力の情報発信（旅マエ・旅ナカ） 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

・圏域の歴史や文化に根差した観光資源が豊富 

・鳥取砂丘の知名度 

・山陰海岸ジオパーク 

・空港・港湾・高速道路等のアクセス環境 

・海と山が近い 

弱み（Weaknesses） 

・鳥取砂丘以外の認知度の低さ 

・プレイヤー不足 

・観光地間を接続する二次交通の不足 

・素材の商品化が進んでいない 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

・首都圏からのアクセス（空港） 

・自動車道の整備によるアクセス向上 

・関西圏からのアクセス 

脅威（Threat） 

・旅行市場の縮小 

・アクセスにかかる移動コスト 

 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

情報リテラシーの高い層（国内旅行客） 

○選定の理由 

情報リテラシーが高く、将来性が期待されるため。 

  

○取組方針 

・ＯＴＡ販売を意識した個人旅行（ＦＩＴ）旅客（主として関西・首都圏） 

・目的・趣味に沿ったコンテンツ（アクティビティ等）の充実、コンテンツに応じたセグメントの細

分化 
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・首都圏企業をターゲットとしたワーケーションプログラム 

・情報の発信・収集の両面で有効性が高く、プロモーションなどでも選択と集中による展開がしやす

いモバイル・ＷＥＢの最大限活用 

・砂丘、海、山、渓流など豊かな自然を活用した体験レジャー・スポーツアクティビティの展開 

・圏域が誇る食材の活用による食事メニューの開発 

・ＶＲ・ＡＲなどを使ったゲーム感覚の体験プログラムの観光活用の研究推進 

○第２ターゲット層  

訪日外国人（香港・台湾・欧米豪） 

○選定の理由 

観光庁調査結果を踏まえ、セグメント「食」「自然を楽しみたい」希望上位国の個人旅行者を主要

ターゲットに設定。 

麒麟のまち観光局マネジメントエリアは地方部かつ自然を売りにしているため。 

 

○取組方針 

・麒麟のまち圏域の強みである「食文化」「自然体験」希望上位国をターゲットに設定 

・主として関西圏に滞在する訪日リピーターの日帰り、ショートトリップ 

・東京を主に起点としつつも、圏域内のみならず、山陰・瀬戸内海圏域の周遊を志向する訪日リピー

ター、航空会社・山陰インバウンド機構との連携に主軸に置き、マーケティングからコンテンツ開

発、プロモーションと一体となる取組による誘客 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 鳥取東部・兵庫但馬をつなぐ「麒麟のまち」 

 
「つなぐ・つくる・つづく、アイディアが降り立つまち 麒麟のまち」のキ

ャッチコピーのもと、ＤＭＯ設立時からインナーブランディングを充実。県

境をまたぐＤＭＯとして、生活圏・経済圏・文化圏と観光圏の一致を目的と

し、観光を起点に、多様な事業主体者・関係者との連携により事業を推進。 

②コンセプトの考え方 ① 地域のやる気を形にする現場を大切にし、協業の場を創出し、成功を積

み上げていく主導的な役割を果たす。 
 
② 観光産業のみならず・地域社会（住民）と農業・林業・飲食業・文化財・

国立公園など、幅広い領域とのかかわりを深め、信頼を得るための成果

を積み上げていく。 
 
③ マーケットニーズ・トレンドに柔軟かつ迅速にＤＭＯが対応し、求めら

れるコンテンツ等を造成する。 
 
④ 地域連携ＤＭＯの大きな役割である、鳥取県・兵庫県の行政の橋渡しの

役割を担い、地域に対する情報発信を行う。 
 
⑤ 指向性の高く、目的のある旅（コンテンツ）にこだわり、育て磨き上げ、

また訪れたいふるさとのような街を目指す。 
 
⑥ コンセプトの「つなぐ・つくる・つづく」を実現するため、麒麟のまち観

光局の得意分野である商品造成・マーケティング・地域マネジメントに

加え、「売り方・売り先・販促・プロモーション」まで一元的に実施でき

る体制・仕組みづくりを広域ＤＭＯ、ＪＮＴＯと連携して実現を図る。 
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５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

ＤＭＯが中心となり、行政や観光協会、経済団体が個別に取り組んでき

た観光事業や施策のベクトルを同一方向に向け、観光消費を高める目的

で R2年度に自治体・観光協会とともに「観光販売戦略」を策定。四半

期に一度開催する理事会にて戦略・方向性を確認するとともに、進捗管

理を行う。 

また、宿泊、飲食、交通事業者、地域まちづくり団体など多様な関係者

が参画するセミナー・勉強会を開催し、戦略共有の場を設ける。 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

鳥取市・鳥取市商工会議所・鳥取市観光コンベンション協会が実施する

「鳥取市観光大学」観光マイスター認定制度を実施しており、観光事業

従事者を中心に 500人以上が認定されている。研修エリアを「麒麟のま

ち」エリアに拡大（令和元年度より）。 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

エリアイメージ定着のための「麒麟のまち」共通ロゴや共通コピーを使

用し、ＤＭＯにかかわる団体・事業者が広報する際に掲載するなど、定

着とエリアの一体感を醸成している。 

また、「麒麟のまち圏域 観光販売戦略と情報発信強化に向けた勉強

会」を開催。 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。  
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 ※集計中数値は 2024年 10月更新可能予定 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 
マーケティング・アナリストが主体となり、ＤＭＯ・自治体・旅行業者・金融機関などの協議検討のうえ
数値目標を設定。当初は、2020 年をピークとして右肩上がり。その間に「地域が稼ぐ仕組み」を構築し、
2021 年以降、選ばれる観光地になるために検討してきた。新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、
2020 年４月に下方修正した。 
 
【設定にあたっての考え方】 
●旅行消費額 

鳥取県観光客入込動態調査結果より。密を避けるべく量（来訪者数）から質（旅行消費単価）への転換
を図り、消費額増加のためのターゲティングを実施。R6年度よりアンケートデータでの置き換え方針。 

●延べ宿泊者数 
宿泊旅行統計調査（鳥取市）より。新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和2年度目標を下方修
正。R6年度より圏域1市6町で同一の集計方法により、圏域全体での数値把握を実施方針。 

●来訪者満足度 
日本交通公社旅行年報より、満足度 鳥取県「大変満足」の割合。個別のツアーや施設、イベント等のデ
ータは多く存在するが、調査内容が統一されていないため、精度の高い継続したデータ収集の仕組みを
ＤＭＯで検討。⇒ 2021年4月より圏域統一アンケートを開始。R6年度よりアンケートデータでの置き換
え方針。 

●リピーター率 

日本交通公社旅行年報より、再来訪意向 鳥取県「大変そう思う」の割合。2021 年 4 月より開始した圏

域統一アンケートデータにより、従来から把握できていなかった市町単位や、県境を跨いだ圏域全体で

の数値把握を行う。R6 年度よりアンケートデータでの置き換え方針。 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●旅行消費額 

（円） 
（一人当たり単価） 

目

標 

28,900 30,000 31,400 32,375 33,333 34,406 

（32,000） （34,000） （35,000） （36,000） （37,000） （37,000） 

実

績 

29,494 30,823 集計中  
   

（ - ） （ - ） （ - ） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

280 290 320 300 310 320 

（ 5.2 ） （ 19.0 ） （ 25.0 ） （ 21.0 ） （ 28.6 ） （ 32.9 ） 

実

績 

280 279 312 
   

（1.2） （2.6） （13.3） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

22.0 23.0 33.0 34.0 35.0 36.0 

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） 

実

績 

22.5 30.5 集計中  
   

（ - ） （ - ） （ - ） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

19.0 20.0 18.0 19.0 20.0 21.0 

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） 

実

績 

18.7 7.2 集計中  
   

（ - ） （ - ） （ - ） 
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（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 
従前は「訪日外国人宿泊者数」「訪日外国人入館者数」「鳥取駅観光案内所訪日外国人利用者数」「オフィシ
ャルサイト訪問者数」を指標としていたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、令和２年度に戦
略をゼロベースで見直し実施。 
① 地域特性を活かした、エッジの効いた目的特化型旅行商品を取り揃え、確実に旅行者に販売 
② 量（来訪者数）から質（旅行消費単価）への転換 
③ 観光を基軸として地域の生活の質の向上を図り、地域住民が誇りに思える観光地域づくり 

上記の方針を定めたうえで、具体的な観光販売戦略（鳥取市版、圏域版）を策定。圏域内観光消費の拡大
に向け、戦略に沿った指標を目標に設定。 
 
【設定にあたっての考え方】 
●圏域内観光ＧＤＰ 
必須KPIである旅行消費額と鳥取県/兵庫県市町村民経済計算を基に麒麟のまち観光局が推計。最新の市町
村民経済計算の公表とともに定期的に補正を実施。圏域内観光GDPを追跡調査することにより、観光販売
戦略が圏域内にもたらす効果を検証。 
なお、令和３年度から圏域内での統一アンケートを開始。市町単位や、圏域全体での観光消費単価・満足
度・リピーター率等のデータを取得していく。 
同時に各市町の主要観光施設への入込数実績も、行政との連携によりデータ収集し、麒麟のまち観光局に
て圏域全体の入込客数を推計。上記アンケートで得られた観光消費単価と合わせて、より精度の高い圏域
の観光消費額を算出するとともに、圏域内観光ＧＤＰとの比較検証を実施していく。 

 

７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2021（Ｒ３） 

年度 

105,362,642 

（円） 

【収益事業】13,011千円 

【委託事業】30,281千円 

【補助金・助成金】28,451千円 

【特定財源】31,744千円 

【会費・寄付金】1,800千円 

【その他】75千円 

2022（Ｒ４） 

年度 

144,933,893 

（円） 

※R4年度より管理会計手法を見直し、収支内訳を取組事業分野別に変更。 

【運営負担金】31,744千円 

【コンテンツ造成分野】10,417千円 

【受入環境整備分野】12,807千円 

【流通整備分野】52,461千円 

【ワーケーション分野】17,770千円 

【収益業務分野】10,458千円 

【マネジメント分野】7,282千円 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●圏域内観光 GDP 

（百万円） 

目

標 

25,800 27,500 36,000 42,000 45,000 46,000 

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） 

実

績 

24,225 27,332 集計中 
   

（ - ） （ - ） （ - ） 
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【会費・雑収入】1,995千円 

2023（Ｒ５） 

年度 

126,140,516 

（円） 

【運営負担金】31,744千円 

【コンテンツ造成分野】16,845千円 

【受入環境整備分野】18,917千円 

【流通整備分野】13,978千円 

【ワーケーション分野】1,373千円 

【収益業務分野】5,017千円 

【マネジメント分野】36,554千円 

【会費・雑収入】1,713千円 

2024（Ｒ６） 

年度 

102,794,000 

（円） 

【運営負担金】41,744千円 

【コンテンツ造成分野】5,000千円 

【受入環境整備分野】8,350千円 

【流通整備分野】14,000千円 

【ワーケーション分野】1,400千円 

【収益業務分野】10,000千円 

【マネジメント分野】20,500千円 

【会費・雑収入】1,800千円 

2025（Ｒ７） 

年度 

106,544,000 

（円） 

【運営負担金】41,744千円 

【コンテンツ造成分野】6,000千円 

【受入環境整備分野】10,000千円 

【流通整備分野】15,000千円 

【ワーケーション分野】1,000千円 

【収益業務分野】10,500千円 

【マネジメント分野】20,500千円 

【会費・雑収入】1,800千円 

2026（Ｒ８） 

年度 

109,544,000 

（円） 

【運営負担金】41,744千円 

【コンテンツ造成分野】7,000千円 

【受入環境整備分野】10,000千円 

【流通整備分野】16,000千円 

【ワーケーション分野】1,000千円 

【収益業務分野】11,000千円 

【マネジメント分野】21,000千円 

【会費・雑収入】1,800千円 

 

（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2021（Ｒ３） 

年度 

103,704,279 

（円） 

【事業費】63,302千円 

【運営管理費】40,402千円 

2022（Ｒ４） 

年度 

140,204,799 

（円） 

【事業費】97,685千円 

【運営管理費】42,520千円 

2023（Ｒ５） 

年度 

125,737,596 

（円） 

【事業費】87,177千円 

【運営管理費】38,560千円 

2024（Ｒ６） 

年度 

101,894,000 

（円） 

【事業費】53,334千円 

【運営管理費】48,560千円 

2025（Ｒ７） 

年度 

105,644,000 

（円） 

【事業費】57,084千円 

【運営管理費】48,560千円 

2026（Ｒ８） 

年度 

108,644,000 

（円） 

【事業費】60,084千円 

【運営管理費】48,560千円 
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（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
（収入源） 

ＤＭＯ構成団体（行政を含む）からの負担金、会費、観光事業者からの広告・協賛収入、ＷＥＢでの

商品販売手数料収入、旅行業、商品企画料、観光コンサルタント業務など。 

（課題・取組方針） 

現状では、行政等からの運営委託金のみでは運営費（人件費・管理費）を賄えておらず、収益事業の

収益により運営費不足分を補っている状態。 

今後、行政・DMO・観光協会等がそれぞれ担うべき事業分野についての整理を進めつつ、運営委託金

額の是正を協議していき、収益性の向上およびそれに伴い公共事業への再投資を拡大できる体制を目

指す。 
 

 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

鳥取市、岩美町、智頭町、若桜町、八頭町、新温泉町、香美町の１市６町は、一般社団法人麒麟のま

ち観光局を当該市町における地域連携ＤＭＯとして認めます。  

鳥取県は、一般社団法人麒麟のまち観光局を鳥取県東部地区における地域連携ＤＭＯとして、協同し

て観光行政に取り組みます。   

兵庫県は、一般社団法人麒麟のまち観光局を当該県における地域連携ＤＭＯとして認めます。 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 
【他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯとの間で、重複区域に関する連携や役割分担等について協議を行
った（行っている）か】 
・重複する地域連携ＤＭＯ（ひょうご観光本部）及び隣接する地域連携ＤＭＯ（豊岡イノベーション、海
の京都ＤＭＯ）とは、四半期ごとにプロモーションや広域周遊促進を中心とした連携について意見交換
を行うとともに、R４広域周遊促進事業を連携実施している。 

 
【区域が重複する背景】 
・麒麟のまち観光局のマネジメントエリアは、鳥取県と兵庫県にまたがっており、兵庫県内の地域連携Ｄ
ＭＯ（ひょうご観光本部）の区域と重複・隣接しているため。 

・鳥取県、兵庫県、京都府にまたがる山陰海岸エリアは、「山陰海岸ジオパーク」として一体的な取り組み
を実施しているため。 

 
【重複区域における、それぞれの DMOの役割分担について】 
・プロモーションや広域周遊促進については、ひょうご観光本部と連携する。 
・コンテンツ造成、受入環境整備等については、麒麟のまち観光局はマネジメントエリアを、その他のエ
リアについてはひょうご観光本部及び豊岡イノベーションが各市町とともに取り組む。 

 
【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 
・プロモーションや広域周遊促進は連携することにより、費用対効果の高い取組や観光消費を高める取組

が期待できる。 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 石井 康裕 

担当部署名（役職） 一般社団法人麒麟のまち観光局 事務局次長 

郵便番号 680-0846 
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所在地 鳥取県鳥取市扇町 3 東栄ビル 3F 

電話番号（直通） 0857-50-1785 

ＦＡＸ番号 0857-50-1786 

Ｅ－ｍａｉｌ ishii@tottori-inaba.jp 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 鳥取市 

担当者氏名 平井 宏和 

担当部署名（役職） 経済観光部観光・ジオパーク推進課 課長 

郵便番号 680-8571 

所在地 鳥取県鳥取市幸町 71 

電話番号（直通） 0857-30-8290 

ＦＡＸ番号 0857-20-3947 

Ｅ－ｍａｉｌ kankou@city.tottori.lg.jp 

 

都道府県･市町村名 岩美町 

担当者氏名 畑先 久志 

担当部署名（役職） 商工観光課 課長 

郵便番号 681-8501 

所在地 鳥取県岩美郡岩美町浦富 675-1 

電話番号（直通） 0857-73-1416 

ＦＡＸ番号 0857-73-1590 

Ｅ－ｍａｉｌ kankou1@iwami.gr.jp 

 

都道府県･市町村名 智頭町 

担当者氏名 迎山 恵一 

担当部署名（役職） 企画課 課長 

郵便番号 689-1402 

所在地 鳥取県八頭郡智頭町大字智頭 2072-1 

電話番号（直通） 0858-75-4112 

ＦＡＸ番号 0858-75-1193 

Ｅ－ｍａｉｌ kikaku@town.chizu.tottori.jp 

 

都道府県･市町村名 若桜町 

担当者氏名 中島 毅彦 

担当部署名（役職） 経済産業課 課長 

郵便番号 680-0792 

所在地 鳥取県八頭郡若桜町大字若桜 801-5 
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電話番号（直通） 0858-82-2238 

ＦＡＸ番号 0858-82-0134 

Ｅ－ｍａｉｌ keizai@town.wakasa.tottori.jp 

 

都道府県･市町村名 八頭町 

担当者氏名 桑谷 陽介 

担当部署名（役職） 産業観光課商工観光室 室長 

郵便番号 680-0493 

所在地 鳥取県八頭郡八頭町郡家 493 

電話番号（直通） 0858-76-0208 

ＦＡＸ番号 0858-76-0217 

Ｅ－ｍａｉｌ syoukou-kankou@town.yazu.tottori.jp 

 

都道府県･市町村名 新温泉町 

担当者氏名 福井 崇弘 

担当部署名（役職） 商工観光課 課長 

郵便番号 669-6792 

所在地 兵庫県美方郡新温泉町浜坂 2673-1 

電話番号（直通） 0796-82-5625 

ＦＡＸ番号 0796-82-3054 

Ｅ－ｍａｉｌ syokokanko@town.shinonsen.lg.jp 

 

都道府県･市町村名 香美町 

担当者氏名 吉津 弘一 

担当部署名（役職） 観光商工課 課長 

郵便番号 669-6592 

所在地 兵庫県美方郡香美町香住区香住 870-1 

電話番号（直通） 0796-36-3355 

ＦＡＸ番号 0796-36-3809 

Ｅ－ｍａｉｌ kankoushoukou@town.mikata-kami.lg.jp 

 

都道府県･市町村名 鳥取県 

担当者氏名 鈴木 俊一 

担当部署名（役職） 輝く鳥取創造本部 観光戦略局 局長 

郵便番号 680-8570 

所在地 鳥取県鳥取市東町 1 丁目 220 

電話番号（直通） 0857-26-7218 

ＦＡＸ番号 0857-26-8308 

Ｅ－ｍａｉｌ kankou@pref.tottori.jp 
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都道府県･市町村名 兵庫県 

担当者氏名 岸本 孝志 

担当部署名（役職） 但馬県民局地域政策室地域づくり課 班長 

郵便番号 668-0025 

所在地 兵庫県豊岡市幸町 7-11 

電話番号（直通） 0796-23-1001 

ＦＡＸ番号 0796-23-1476 

Ｅ－ｍａｉｌ Takashi_Kishimoto@pref.hyogo.lg.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
＜鳥取県＞鳥取市、岩美町、智頭町、若桜町、八頭町、
＜兵庫県＞新温泉町、香美町
【設立時期】 平成30年1月15日
【設立経緯】 ①区域に観光協会があるが、役割分担等をした上でＤＭＯ新設
【代表者】 理事長 入江 到
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 石井 康裕（常勤） ・ 高橋 良平（非常勤）
【財務責任者（ＣＦＯ）】 事務局次長 石井 康裕
【職員数】 6人（常勤5人（正職員4人・出向等1人）、非常勤1人）
【主な収入】 総収入 126,141千円（令和5年度決算）
運営負担金31,744千円、コンテンツ造成分野16,845千円、受入環境整備分野18,917千円
流通整備分野13,978千円、ワーケーション分野1,373千円、収益業務分野5,017千円、
マネジメント分野36,554千円、会費・雑収入1,713千円
【総支出】 総支出 125,738千円（令和5年度決算）
事業費87,177千円、運営管理費38,560千円
【連携する主な事業者】（会員327社）
自治体（1市6町＋広域行政）、観光協会（1市6町）、
経済団体（鳥取商工会議所、鳥取県東部7商工会）、
金融機関（鳥取銀行、但馬銀行）、宿泊（鳥取温泉旅館ホテル組合）、
交通（若桜鉄道、智頭急行、日本交通、日ノ丸自動車、全但バス）、
報道（新日本海新聞社、日本海ケーブルネットワーク）、旅行業（ANAあきんど、農協観光）、
観光施設（鳥取砂丘砂の美術館、鳥取砂丘ビジターセンター）、飲食（ひよこカンパニー）、
広告（ＶＺＯＮＥ）、商工業（山陰酸素グループ） ほか

項目
2021

（R3）年度
2022

（R4）年度
2023

（R5）年度
2024

（R6）年度
2025

（R7）年度
2026

（R8）年度

旅行
消費額

(円)
（一人当たり単価）

目標
28,900 30,000 31,400 32,375 33,333 34,406

(32,000) (34,000) (35,000) (36,000) (37,000) (37,000)

実績
29,494 30,823 集計中

― ― ―
( - ) ( - ) ( - )

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
280 290 320 300 310 320

(5.2) ( 19.0 ) ( 25.0 ) ( 21.0 ) ( 28.6 ) ( 32.9 )

実績
280 279 312

― ― ―
(1.2) (2.6) (13.3)

来訪者
満足度

(％)

目標
22.0 23.0 33.0 34.0 35.0 36.0

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

実績
22.5 30.5 集計中

( - )
― ― ―

( - ) ( - )

リピーター率
(％)

目標
19.0 20.0 18.0 19.0 20.0 21.0

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

実績
18.7 7.2 集計中

― ― ―
( - ) ( - ) ( - )

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和６年７月２５日

【主なターゲット】
・情報リテラシーの高い層（国内旅行客）
・訪日外国人（香港・台湾・欧米豪）
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
・一元的な体験コンテンツのＯＴＡ販売（関西・首都圏）
・目的・趣味に沿ったコンテンツ（アクティビティ等）の充実、コンテ
ンツに応じたセグメントの細分化
・首都圏企業をターゲットとしたワーケーションプログラム
・関西圏に滞在する訪日リピーターの日帰り、ショートトリップ
・マーケティングからコンテンツ開発、プロモーションと一体となる
取り組みによる誘客
【観光地域づくりのコンセプト】
県境をまたぐＤＭＯとして、生活圏・経済圏・文化圏と観光圏の一
致を目的とし、観光を起点に、多様な事業主体者・関係者との連
携により事業を推進。

【観光資源の磨き上げ】
・ローカル鉄道を活かした観光列車の造成磨上げ
・日本遺産コンテンツ（麒麟獅子舞）
・3DMO連携による山陰海岸ジオパーク周遊ルー
ト造成事業
・地域のヒトとの交流をコンセプトとした第2のふる
さとコンテンツ造成
・廃旅館を活用したお化け屋敷造成
【受入環境整備】
・Googleビジネスプロフィールオーナー登録促進
・ワーケーションワンストップ相談窓口開設
・地域のヒトとの交流のきっかけづくりを行うフレン
ドコーディネーター新設
・観光DXプラットフォーム構築
（観光CRM「このへん共和国」、宿泊データ分析）

【情報発信・プロモーション】
・インナーブランディング「麒麟のまち」
・「鳥取市観光Webサイト」リニューアル
圏域1市6町の観光情報の一元的な発信
共通販売プラットフォーム（アソビュー・旅くら）
・SNS（TikTok、Instagram）での情報発信
・麒麟のまちアソビュー体験コンテンツ販売促進
キャンペーン
【その他】
・観光販売戦略策定
・旅行者対象の麒麟のまちアンケート実施
・地域側の様々なステークホルダーを対象
としたD-NEXTアンケート実施
・鳥取ワーケーション協議会事務局運営
・麒麟のまち道の駅連絡会事務局運営

（登録）【地域連携DMO】一般社団法人麒麟のまち観光局 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組
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